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来
の
大
不
作
と
な
り
、
わ
ず
か
に
、
四
百

キ
ロ
の
収
量
で
あ
っ
た
。
四
十
年
に
は
三

千
五
百
キ

ロ
ム円
に
よ
う
や
く
復
活
し
た
も

四
方
海
に
か
こ
ま
れ
て
い
る
制
本
列
島
の
、

今
年
度
は
ま
た
、
水
温
そ
の
他
の
影

は
、
海
の
幸
に
め
ぐ
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
概
習
を
う
け
て
、

－
一千
キ
ロ
台
の
不
作
の
年

る

。

万

拡

集

に

と

な

っ

た

。

し
か
の
海
人
は
め
か
り
出
や
き
い
近
年
、
と
る
漁
策
か
ら
養
砧
刑
す
る
漁
業

と
ま
な
み
く
し
げ
の
を
ぐ
し
取
り
へ
と
発
展
す
る
過
担
艇
を
た
ど
っ
て
い
る
こ

も
み
な
く
に
〈
巻
一
一
一）

と

は

衆

知

の
こ
と
で
あ
る
。
わ
か
め
に
お

と
駄
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
遺
い
わ
た
い
て
は
平
く
か
ら
発
殖
事
策
は
お
こ
な
わ

し
た
ち
の
先
祖
の
時
代
か
ら
、
わ
か
め
は
れ
て
い
る
。
固
と
県
、
そ
し
て
地
元
と
の

食

膳

に

の

せ

ら

れ

て

い

た

。

資

金

に

よ

っ

て
、
岩
礁
爆
破
が
な
さ
れ
て

わ
が
朝
日
町
宮
崎
地
区
は
漁
村
と
し
て
い
る
。
岩
礁
爆
破
と
い
う
の
は
、
陸
で
い

は
古
い
歴
史
な
持
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
え
ば
畑
を
た
が
や
す
こ
と
で
、
わ
か
め
の

歴
史
の
以
前
、
縄
文
時
代
か
ら
、
品
川
全
と
胞
子
（
た
ね
〉
が
附
矯
し
や
す
い
よ
う
に

～
る
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

昨
年
以
来
の
山
市
川
崎
遺
跡
の
湖
交
に
よ
る
山
神
型
視
さ
れ
て
き
た
山
々
は
、
心
な
い

土
日
聞
に
よ
っ
て
も
す
一証
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
登
山
者
に
よ
っ
て
あ
ら
さ
れ
、
町
や
村
を

ん
海
辺
地
帯
に
住
民
を
い
と
な
む
者
の
必

白
航
れ
る
川
と
レ
う
川
は
、
す
て
ら
れ
た
ご

然
的
な
産
業
で
は
あ
る
。
こ
と
に
宮
崎
悔
み
、

く
ず
な
ど
で
う
ま
っ
て
い
る
最
近
の

岸
は
、
一
大
暗
礁
地
帯
を
な
し
て
い
て
、
自
然
を
愛
し
な
い

一
般
の
風
潮
は
、
海
に

わ
か
め
の
着
生
に
は
適
地
で
あ
り
、
漁
業
ま
で
及
ん
で
、
海
底
の
よ
ご
れ
は
年
を
追

ペ

を
い
と
な
む
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
条
件
を
っ
て
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
、
そ
の
た
め
に

一

そ

な

え

て

い

る

。

わ

か

め

の

蔚

生

、

成

育

に

は

大

き

な

さ

ま

…

わ
か
め
と
い
え
ば
、
前
山
湾
の
宮
崎
海
た
げ
と
な
っ
て
会
た
よ
う
で
あ
る
。
大
平

一

山悼
の
わ
か
め

〈
灰
什
〉

と
あ
げ
ら
れ
る
ほ
洋
沿
岸
で
は
、

す
で
に
ロ
ー
プ
を
海
中
に

…

ど
有
名
で
あ
り
、
沿
岸
漁
栄
の
年
毎
に
不
ふ
設
し
て
、
わ
か
め
の
獲
mmを
始
め
て
成

…

娠
の
皮
を
深
め
て
い
く
最
近
の
宮
崎
で
は
県
を
お
さ
め
つ
つ
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

一

漁
業
生
産
品
の
筆
頭
に
も
数
え
ら
れ
よ
う
宮
崎
海
岸
で
も
一
昨
年
、
こ
の
方
法
で
も

一

と
し
て
い
る
。
昭
和
三
十
八
年
に
は
宮
崎
っ
て
わ
か
め
の
養
殖
を
試
み
た
の
だ
が
、

一

漁
協
組
収
荷
総
数
量
は
、
六
千
二
百
キ
ロ
特
に
し
け
の
ひ
ど
い
宮
崎
海
岸
で
は
、

一

で
、
六
千
・
キ
ロ
、
七
千
キ
ロ
の
収
量
が
あ
わ
か
め
の
芽
ば
え
ま
で
見
た
け
れ
ど
も
、

一

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
十
九
年
は
、
そ
の
後
大
波
の
た
め
に
、
つ
い
に
ロ

ー
プ

一

国
道
八
号
線
城
山
ト
ン
ネ
ル
の
く
っ
さ
く
が
ち
ぎ
れ
て
流
れ
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
失

…

に
よ
る
粘
土
の
流
土
で
、
宮
崎
浜
有
史
以
敗
だ
っ
た
が
、
施
設
に
今

一
度
工
夫
を
こ

一

宮
崎
わ
か
め

ら
す
こ
と
で
、
将
来
に
希
望
が
持
て
る
の

で
は
な
い
か
。
出
布
陣
養
殖
と
ロ
1
プ
養
殖

と
の
両
聞
か
ら
そ
の
培
産
を
は
か
つ
て
、

わ
か
め
産
業
を
し
て
、
ま
す
ま
す
将
来
に

発
展
せ
し
め
、
日
本
的
ん
は
わ
か
め
の
逸
品

バ
甲
山
崎
わ
か
め
μ

の
名
声
を
持
ち
つ
づ
け

て
い
き
た
レ
も
の
で
あ
る
。

納

期

は

の
七
月
一
日
か
ら
八
月
一
日
ま
で

介

。
あ
な
た
の
所
得
税
第
一
期
分
の

期

納
税
額
は
予
定
納
税
額
通
知
書

一

の
第
一
則
分
欄
に
記
敏
さ
れ
て

第

い
る
金
額
で
す
。

M
冗

O
口
臨
振
替
に
よ
る
納
税
の
手
続

凪
守

を
申
し
込
ま
れ
た
方
の
納
付
書

円
引

は
、
税
務
署
か
ら
直
接
指
定
さ

－
月

れ
た
金
融
機
関
へ
送
付
い
た
し

ま
ず
か
ら
、
納
期
限
に
あ
な
た
の
預
金

か
ら
振
替
え
て
納
税
で
き
る
よ
う
ご
準

備
を
願
い
ま
す
。

。
納
税
は
最
終
納
期
限
（
八
月
一
日
）
と

い
わ
ず
、
早
目
に
完
納
す
る
よ
う
に
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

〈
魚
津
税
務
署
）
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n
 

Am－
，
日
付
の

税

金

は

固
定
資
産
税

第
二
期
分
で
す

（
税
務
課
〉



第
二
回
朝
日
町
闘
会
臨
時
会

（五
、
三
一
）
部
改
正
の
件

Z
越
道
峠
閣
地
造
成
に
つ
い
て

付

誠

事

件

境

公

民

館

は

消

防

屯

所

、

大

家

庄

公

民

越

道

峠

に

公

闘

を

造

成

す

る

も

の

、

報

告

第

一

号

帯

決

処

分

報

告

滋

認

の

件

館

は

元

支

所

に

設

置

さ

れ

て

い

た

の

を

事

業

費

二

一

万

円

専
決
第
一
号
昭
和
四
十
年
度
朝
H
町

一

塊

は

境

農

協

、

大

家

庄

も

大

家

旺

最

脇

内

補

助

金

七

万

円

「
l
I
J
般

会

計

補

正

予

算

（

第

五

号

〉

に

移

動

す

る

も

の

。

－

観

光

資

に

つ

い

て

一

り

一

追
加
額
三
、
五
二
千
円
以
上
＝
一
件
に
つ
い
て
ま
、
原
案
ど
お
り
パ
ン
フ

ν
ツ
ト
の
作
成
ハ
城
山
附
近
観

－t．一
総
制
三
四
回
、
九

O
五

千

円

，

t

一

一

！
可
決
あ
る
い
は
承
総
さ
れ
た
。
光
品
川
口
調
査
、
維
特
賞
、
便
所
修
郎
一
等

一
．
、
一

専
決
第
三
号
附
和
四
十
年
度
朝

－L
A
F

一

J

i
！

ィ

1
1

次
こ
県
東
合
口
用
水
組
合
離
会
議
員
の
を
行
な
う
o

－c
一

日
町
泊
病
院
特
別
会
計
械
正

一
2
・一

予

算

（

第

三

号

）

補

欠

選

挙

が

行

な

わ

れ

七

結

果

、

室

長

六

O
万
円

一
小
ハ
一

追
加
額
一
入
、
五

O
O千
円

金

山

二

、

一

三

七

番

地

4
．
宮
崎
海
山
知
公
衆
便
所
新
設
に
つ
レ
て

一
』
F
h

一

総

額

＝

二

、

O
九

九

千

円

消

水

一

雄

（

凶

八

才

）

市

帯

魚

貫

一

ニ

O
万
円

－4
2
一
帯
決
第
三
号
附
和
四
十
年
度
制
が
当
選

さ

れ

た

。

内

制

助

金

一

O
万
円

一
臨
時
一

日
町
家
務
診
療
所
特
別
会
計

ひ
き
続
き
全
員
協
限
会
開
会

5
自
然
同
物
鮒
貨
に
つ
い
て

一
品
言
一

制
正
予
算
（
第
二
U
V）

付

議

事

項

鹿

島

一

樹

暗

黙

削

掲

示

板

修

閉

そ

の

他

f
t
i－－－L
内
容
は
補
正
の
み
で
増
減
な
し

L
小
川
中
学
校
増
築
に
つ
い

て

事

業

費

七

二

千
円

報
告
第
二
号
専
決
処
分
報
告
承
認
の
件
技
術
室
、
理
科
室
の
増
築
に
つ
い
て
旧

6
．
不
敗
焼
物
給
場
借
地
及
ひ
整
地
に
つ
い
以
上
九
件
の
う
ち
問
、
似
の
件
に
つ
い

専
決
第
一
号
制
H
町

税

糸

例

の

一

部

を

泊

中

学

校

木

造

校

舎

（

現

泊

高

校

）

を

て

て

は

、

一

部

交

渉

段

隙

の

も

の

も

あ

る

が

改

正

す

る

な

常

例

移

築

す

る

も

の

、

事

業

殺

人

八

千

阿

品

本

的

に

は

、

合

後

件

了

承

。

臨
耐
集
第
一
号
制
円
町
公
民
仙
波
附
糸
例

一

事

却

資

五

八

O
万
円

7
ぃ
中
央
公
民
削
組
物
（現
狩
野
山
口
派
川
一所）

第
三
国
朝
日
町
樋
会
定
例
会

（六
、
二
四
）
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・v
選

殺

す

る

策

絡

存

g
Z数
を
招
待
し
て
、
そ
の
席
上
上
候
補
訴
が
あ
い
さ
っ
し
た
も
の
b

だ

れ

で

も

選

準

迎

動

に

閲

し

て

飲

食

物

｜

｜

違

反

の

例

l
l

日
本
国
民
で
あ
っ
て
、
年
令
満
二
十
歳

来
る
べ
き
選
教
に

O
O先
生
が
立
候
補

O
部
議
会
、
町
内
会
、
同
好
会
、
後
援
右
ふ
る
ま
っ
て
は
い
け
な
レ
こ
と
に
な
っ

O
通
行
人
を
選
挙
事
務
所
に
呼
び
入
れ

以
上
で
あ
れ
ば
、
禁
治
姥
者
の
宣
告
や

一

す

る

か

ら

よ

ろ

し
く
頼
む
と
演
説
し
た
会
な
と
の
会
人
け
に
梢
食
を
も
う
て
あ
い
て
る
0

・に
だ
湯
茶
と
か
、
お
茶
う
け
程
度
て
淵
食
を
ふ
る
ま
っ
た
も
の

定
の
刑
制
た
叉
け
て
い
な
い
限
り
、

議

で

も

の

さ
っ
こ
品
て
投
足
。
」
依
戸
、
し
・
J
m
J
G

－

O
陣
中

4
舞
と
し
て
酒
食
を
候
補
者
に

－v
l

－8

4

7

0

の
孫
子
な
ら
さ
し
っ
か
え
な
い
ω
ま
に
運

I
F

も
選
挙
権
を
有
す
る
し
た
だ
、
災
際
に
選

A

’
貨
収

・
供
応
に
は
注
意

a
’
一戸
別
坊
市
は
で
beん
ι
レ

1
i

贈
っ
た
も
の
。

挙
権
を
特
使
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
人
名
選
第
運
動
の
た
め
に
お
金
を
や
っ
た
り

巡
糸
也
仙
の
た
め
に
一
と

ド
必
ね
て
動
員
に
川
ナ
ガ
巾ー

に

つ

レ

て

も

、

一

山

の

（

制
川
町
明
る
く
正
し
い
選
挙

簿
に
一
景
観
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
裂
で
、
ご
馳
北
を
し
た
り
、
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
占
伝
わ
る

F

」
と
は
、

μ別
品
問
と
し
て
禁
制
限
の
も
と
に
斜
め
ら
れ
る
ι

株
進
協
議
会
）

こ
れ
に
致
録
さ
れ
て
い
な
い
と
、
た

Av
i
－－：：：－
J
i－－
j
i
－－：
j
j
i－－－
j

i－－－
O

止
さ
れ
て
い
る
》
手
社
、
工
切
な
と

れ
待
作
れ
れ
U
1
2
c

…
選

挙

法

の

常

識

…
川
リ
川
川
に
い
れ
ば
日
γ
M

A

’
事
前
運
動
は
奴
比
さ
れ
る

JV
i
－－・：：－
j

i－－：：：－
j
i－－・：；：
j

i－－：
O

Jげしめ
ね
て
も
、
や
は
り
戸
別
品
川
に

選
畿
運
動
の
で
き
る
の
は
、
点
候
補
の
や
、
松
納
者
、
灘
小
人
、
選
チ
迎
州
民
を

な

る

ω

［
か
し
、
比
．
h
と
か
利
山
で
に
よ

屈
出
の
円
か
ら
投
m
A
U
の
州
れ
ま
で
で
あ
お
と
か
し
た
り
、
前
説
、

集
会
、
交
泊
等
た
攻
－U
た
人
に
、
そ
こ
の
主
人
が
抑
民
を

る
。
し
た
が
っ
て
、
引
候
補
組
出
前
の
選
を
妨
害
し
た
り
、
選
挙
用
の
ポ
ス
タ
ー
を
依
制
す
る
乙
と
ゃ
、

定
話
で
佐
川
J
V
r，佐
知

挙
運
動
は
い
わ
ゆ
る
事
前
運
動
と
し
て
禁
破
い
た
り
し
て
、
選
挙
の
自
由
を
さ
ま
た
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
道
路
や
バ
λ

、
百

止

さ

れ

て

い

る

。

げ

る

と

処

罰

さ

れ
る
。

取
な
ど
の
来
物
の
中
で
、
止
ま
た
ま
会
ツ

｜

｜

造

反

の

例

1
1

1
1
違

反

の

例

｜

｜

た

人

に

技

烈

企

依

加

す

る

こ
と
は
個
々
耐

O
第
三
者
が
立
候
補
予
定
者
と
共
謀
し

O
運
動
員
が
選
挙
人
を
後
援
会
結
成
名
緩
と
い
っ
て
、
さ
し
っ
か
え
な
い
ο

て

「ハ

δ
先
生
を
閲
む
会
」

の
名
目
で
織
で
あ
つ
め
、
酒
食
を
ふ
る
ま
い
、
席

・
陣
中
見
舞
も
選
準
違
反

昭和4I年 7月 10日
月刊（毎月 108発行）ひさあ（昭和糾8月8日

第 3種郵便物制）第131号 (2) 

新

設

に

つ

い

て

付

議

事

件

現
世
宵
務
官
派
出
所
庁
舎
の
移
動
し
た
織
醗
集
第
一
号
昭
和
四
十
一

年
度
朝
日
町
工
、

合
、
そ
の
建
物
を
中
央
公
民
館
と
し
て
場
誘
致
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

利

用

す

る

た

め

の

修

繕

及

び

維

持

費

と

追

加

額

二
七
、八

一
六
千
円

し
て
七

O
万

円

の

経

費

を

要

す

る

。

総

額

三

五

、

四

六

九

千

円

＆
瞥
察
庁
舎
〈
朝
日
派
出
所
）
新
築
に
つ
瞭
然
第
二
号
朝
日
町
消
防
本
部
条
例
一
部

い

て

改

正

の

件

新
築
事
第
は
県
で
行
な
う
が
、
現
庁
舎
消
防
士
長
一
人
を
二
人
に
し

を
町
で
払
い
下
げ
を
受
け
る
場
合
七

O

消
防
士
五
人
を
四
人
に
改
め
る

O
万
同
余
の
町
貨
を
要
す
る
。

議
集
第
三
号
公
平
蚕
員
会
の
共
同
設
置
に

ι泊
高
等
学
校
後
援
金
助
成
梅
原
に
つ
い
て
つ
い
て

開
策
科
特
別
室
増
築
第
二
期
工
事
に
伴
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、
公
平

い
食
法
等
を
設
け
る
た
め
、
町
援
助
九
按
員
会
の
業
務
が
増
加
さ
れ
る
の
で
、

O
万

円

の

見

込

で

あ

る

。

経

費

等

の

関

係

、

県

下

町

村

が

共

同

で

設
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て

現
在
の
黒
部
市
、
入
善
町
、宇
奈
月
町
と

の
共
同
設
置
は
こ
れ
を
廃
止
さ
れ
る
。

以
上
三
件
服
楽
ど
お
り
可
決
さ
れ
る
。

； ゃωょ；＿＿~ l 
とめE事込
ぬ！然ミ玄

~！！！！！丘 、Id轟ー

摘の捗沼稲

：，~ 東交泌氏企 J, 互に

入 普 瞥 務省

朝日町交通対抗協議会



町

指

定

文

化

財

紹

介

昭和 4I年 7月 10 E 
月 刊（毎月 10日発行）

。
木
造
業
師
瑠
消
光
如
来
座
像

朝
日
町
指
定
文
化
財
第
四
号
の
、
木
造

業
師
瑠
璃
光
如
来
立
像
は
、
大
家
庄
〈
柳

田
〉
天
香
寺
の
本
尊
で
あ
る
。

天
香
典
寸
は
弘
安
元
年
（
一
、
ニ
七
八
）

(2) 

相
州
鎌
倉
の
建
長
寺
十
二
世
徳
紹
和
尚
の

開
創
で
あ
る
、
そ
の
後
衰
微
し
た
が
、
氷

正
元
年
（

一
、
五

O
四
）
英
州
（
岐
阜
県
）

総
泰
寺
の
明
琳
和
尚
が
再
興
し
た
。
現
在

ま
で
六
百
八
十
年
の
歴
史
が
あ
る
。
地
方

ま
れ
に
み
る
古
利
で
あ

る
。
元
大
家
正
門
前
地

（
現
在
の
光
栄
守
附
近
）

に
あ
在
っ
て
大
伽
拡
で

あ
っ
た
が
兵
乱
に
あ
レ

焼
失
し
現
在
の
地
に
享

禄
年
間
〈

て

五
三

O

頃
）
千
葉
県
総
寧
寺
十

七
位
忠
徹
和
尚
に
よ
っ

ひさ
＠

＝
一
才
児
検
惨

内5
p
t
j

普
か
ら
「
一
一
一
ツ
子
の
魂
百

川
ふ
d

－wま
で
」
と
い
わ
れ
る
位
、
三

w

！

日

才
児
は
幼
児
期
を
通
じ
て
心

w

・Lr，…
身
の
発
達
上
、
最
も
重
姿
な

m
I
υ
…
時
期
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

N

’

w

人
聞
の
槻
能
の
最
低
阻
の

…

お

一

も
の
を
習
得
し
、
独
立
期
を

w

内
J

M

迎
え
、
一
個
の
人
格
が
形
成

m

t

M

さ
れ
る
時
期
で
、
こ
の
時
に

て

り

…

お
け
る
じ
身
の
影
響
は
、

将

w
p
w
来
へ
の
入
間
形
成
を
大
き
く

w

．1M
左
右
す
る
、
最
も
大
切
な
時

M
E

吋

期
で
あ
り
ま
す
。

M

』
巳
刊

朝
日
町
に
お
い
て
は
、
三

N

4

1

w

才
児
検
診
を
次
の
よ
う
な

a

m
E
b
m

程
で
突
施
い
た
し
ま
す
。
該

As－
－

ι
当
者
に
は
必
ず
ご
案
内
い
た

し
ま
ず
か
ら
、
可
愛
い
お
子
さ
ん
の
成
長

あ（昭和32年 8月8
第3種郵便物品）第131号(3) 

を
も
の
が
た
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
受
け
ら

れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
c

三才児検診日程

該当
地区名

場

大家庄銀協

泊公民話

山崎連絡所

泊公民館

£』
ヨヨ区間

I .30～3.00 

I .30～3.00 

1.00～3.00 

1.00～3.00 

時

大家庄

崎

li:J 

li:J 

Lll 

日時

7.22 

7.26 

7. 13 

7 .18 

＠

住

民

検

鯵

日
日

間
時
i
け
時
初
分
大
平
公
民
館

（
大
平
）｜

時

t
4時
神

田
町
検
番

（
神
田
町
、
橋
向
町
、
東
下
町
、
宮

て
再
建
さ
れ
た
。
曲
集
師
瑠
璃
光
如
来
伸
一
像

は
兵
火
の
雌
を
の
が
れ
現
存
し
た
も
の
で

あ
る
。薬

師
瑠
璃
光
如
来
座
像
は
昔
時
井
口
城

主
舘
弾
正
が
主
護
仏
と
し

て
奉
持
し
た

が
、
天
文
十
二
年
〈
一
、
五
四
二
）
上
杉

の
兵
乱

に
落
城
し
た
後
、

家
老
弁
口
蔵

人
が
天
香
寺
へ
納
め
安
値
し
た
も
の
で
あ

る
。こ

の
仏
像
は
木
彫
座
像
の
小
仏
像
で

（
約
十
糎
）

、
仏
体
に
は
金
箔
あ
る
い
は

鰍
金
が
施
さ
れ
て
あ
っ
た
も
の
の
如
く
残

跡
が
あ
り
、
雄
弁
に
は
群
お門
が
塗
接
さ
れ

て
い
る
。
刀
痕
も
鮮
か
な
が
ら
さ
び
し
さ

が
あ
り
、
森
厳
の
柑
を
含
み
、
鎌
倉
時
代

作
風
の
ふ
く
む
芸
術
品
と
し
て
貴
重
な
作

で
、
足
利
中
期
の
作
と
捻
定
さ
れ
る
。

（
教
都
内
委
員
会
）

境連絡所

本
町
）

幻

日

間

時

l
口
時
初
分

〈
蛭
谷
、
谷
の

一
部）

l
時
犯
分

I
4時
南
保
小
学
校

（
商
品
、石
谷
、
長
野
、
谷
の
一
部
）

お

日

川

時

l
ロ

時

的

小

川
畑岡
山奴

（
下
横
尾
、
上
積
尾
、
温
泉
町
）

1
時

1
4時

筏
川
公
民
館

（
笹
川
）

＠

乳

児

相

股

け
日

1
時
泊
分

1
3時
山
崎
連
絡
所

（
山
崎
地
区
〉

蛭
谷
分
校

I .30～3.00 与を7.29 

ロ
日

1
時

t
3時

前
公
民
鮪

（
笹
川
、
宮
崎
地
区
）

｜
時
泊
分

1
3時長

策
セ
ン
タ
ー

19 
日

①

厳
婦
検
惨
、
母
純
学
級

引
日

1
時

t
3時
的

保

健

所

（民
生
課）

：婦1
j人；
i ..0. i 
j' :zコE号

： 7・ご； 
！よ：
iり：

最
近
、
産
業
の
発
展
と
社
会
の
進
歩
に

つ
れ
、
帰
人
の
社
会
へ
の
進
出
が
目
ざ
ま

し
く
、
い
わ
ゆ
る
出
陳
ぎ
が
毎
年
増
加
し

て
い
る
が
、
こ
れ
に
伴
っ
て
家
庭
の
主
姉

た
ち
か
ら
、
乳
児
の
保
脊
施
設
の
増
強
か

強
く
叫
ば
れ
、
婦
人
会
の
方
か
ら
町
当
局

に
対
し
早
速
な
増
設
要
望
が
出
さ
れ
て
い

た
が
、
本
年
四
月
、
伯
東
部
保
育
所
が
開

設
さ
れ
、
こ
れ
に
待
望
の
乳
児
保
育
の
た

め
の
乳
児
室
が
併
設
さ
れ
た
。

こ
の
乳
児
室
は
、
満
一
才
以
上
、
三
才

未
満
の
乳
児
専
用
で
、
乳
児
七
人
に
対
し

保
母
一
人
の
割
合
で
保
育
さ
れ
、
同
保
育

所
の
乳
児
定
員
は
七
名
で
あ
る
が
、
目
下

な
お
多
数
の
乳
児
保
有
希
望
の
あ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
今
後
の
既
有
施
設
の
拡
本
ん

は
も
ち
ろ
ん
、
米
設
保
育
所
に
対
す
る
乳

児
保
育
施
設
は
焦
周
の
急
と
し
て
、
婦
人

団
体
を
は
じ
め
と
し
て
関
係
者
の
間
で
実

施
が
の
ぞ
ま
れ
て
い
る
。

（
写
真
は
、
有
志
の
寄
贈
に
よ
る
・
寝
台
に

安
ら
か
な
寝
顔
を
見
せ
る
乳
児
た
ち
）

朝
日
町
在
住
の
美
術
家
の
間

で
は
、
郷
土
美
術
の
振
興
と
在

住
作
家
同
志
の
親
睦
を
図
る
目

的
か
ら
、
か
ね
て
よ
り
美
術
団

体
の
結
成
が
叫
ば
れ
て
い
た
が

今
般
そ
の
初
会
合
が
行
な
わ

れ
、
役
員
そ
の
他
簡
単
な
規
約

の
制
定
を
行
な
い
、
そ
の
名
称

も

「
朝
日
町
美
術
同
好
会
」
と

し
て
発
足
し
た
。
な
お
、
従
来

県
東
一
問
や
旧
郡
市
内
単
位
で

美
術
家
団
体
の
結
成
が
な
さ
れ

て
い
た
が
、
め
ざ
ま
し
い
活
動

も
な
く
、
朝
日
町
単
位
の
美
術

団
体
の
結
成
が
な
さ
れ
た
の
は
今
回
初
め

て
で
、
美
術
人
口
の
増
加
と
共
に
・
7
4
団
体

の
今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
会
の
名
称
が
示
す
よ
う
に
、

会
員
は
英
術
作
家
の
み
な
ら
ず
、
美
術
に

蛇
好
を
寄
せ
る
者
維
で
も
が
参
加
で
・8
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
同
会
で
は
同
好
の

志
の
入
会
を
募
っ
て
い
る
。

な
お
同
会
で
は
発
足
第

一
回
記
念
と
し

て
、
鬼
速
祭
を
期
し
て
、
荒
川
通
り
杉
原

呉
服
店
階
上
を
画
廊
と
し
て
会
員
の
作
品

肢
を
開
催
し
た
。

同
会
の
主
な
役
員
次
の
と
お
り

会

長

谷

口

山

部

副

会

長

間

部

諮

問

治

常

任

期

事

民

崎

助

之

亙

開

港

醐

満

夫

監

搬

村

謙

大

郎

朝日町美術同好会結成

~ 

人「
月て
中つ
匂 ぼ

う
中」

火の

主主 iま
F：取
で得
。講
希習
望会

つ

て

つ

者
は
産
業
課
へ

，
『
U
4
E

’Fh
u



日
本
体
操
祭
第
五
回
朝
日
町
大
会
は
、

．
会
員
に
よ
る
フ
ォ
ー
ク
．
タ
ン
ス
、
最
後
に

木
月
十
一
日
（
土
〉
午
前
九
時
三

O
分
か
泊
中
学
校
女
千
生
徒
の
泥
ま
み
れ
の
「
士
ロ

ら
、小
丸
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
町
内
の
小
・
野
の
春
」
で
、
正
午
大
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

劃
芸
、
山
中
・
高
校
生
、
保
育
所
幼
児
、

な
お
、
今
回
は
、

小
中
学
生
の
記
録
会

川
貧
困d

四
婦
人
会
な
ど
約
二
、

0
0
0人

一
操

…
が
参
加
し
て
盛
大
に
聞
か
れ

川・

・闘

に。

町
村
門
川
午
前
八
時
一
ニ

O
分
、
伯
駅
前

甘
リ
四

か
ら
会
場
ま
で
、
バ
ト
ン
ガ
l

m
l
川
グ
を
交
え
た
泊
小
学
校
鼓
笛
隊

山
田

町

・
を
先
頭
に
、
泊
中
学
校
、
小
川

町日
υ
川
中
学
校
の
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
や
中

川・

1
m
学
生
、
婦
人
会
等
に
よ
る
大
バ

四国
ウ
1
ド
を
行
な
い
、
開
会
式
の

川
・
〉
山

あ
と
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
ラ

m
「｝

川
ジ
オ
体
操
を
皮
切
り
に
演
技
に

’a
n
n
m
入
っ
た
。

今
大
会
は
六
月
十
円
（
金
）
の
予
定
で

あ
っ
た
が
、

雨
天
の
た
め
十
一
日
に
延
び

た
も
の
で
、

当
日
も
前
夜
か
ら
の
耐
の
た

め
、
泥
沼
の
よ
う
な
コ
ン
デ
シ

ヨ
ン
の
中

保
育
幼
児
の
か
わ
い
い
遊
除
、
小
・中
・高

校
生
の
徒
手
休
操
、
体
育
〆
ン

ス
、
州
人

(4) 
昭和41年 7月 10日
月刊（毎月 10日発行）ひさあ（票？議長品説）第131号

も
実
施
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
グ
ヲ
ウ

ン
ド
の
調
子
が
悪
く
中
止
し
た
。

（
教
育
委
員
会
）

い
よ
い
よ
水
泳
の
季
節

朝
日
町
営
プ

i
ル
開
場

II Ill 

占， ~ 入後但毎開 Tご 身 で 1 水
スポ－ツ教室始まる Eイj、川1 大ザ五し日場 さ休次／レ 旅

川．．’’0 = -j：.絞： 料ま幼前 間記 。〈と六シ
~ （パレ一ポ一ル、 水 泳〉 i斗；生人 で児九 り お 月 l

のり十ス・
ー 朝日町では、スポーツのあらゆる層への普及と生活 i 小か 場開八ン

三十十二 、ら と場日を
E化をめざし、ひし、ては明るい生活づくりに役立たせよ言 五十 中午 しさか迎

iうと、昭和41年度からスポーツ教室（5コース）の開設を i円円円 、後 てれらえ
高六 大ま九

i計画していたが、6月28日、その トップを切って、ノ｛ ~ 校時 いす月朝
生ま にが十日

~ レーボーノレコースが大家!I地区で開講されたo ~ はで 活、八町

； ノ〈νーポ戸Iレコースは、大家庄地区の働く婦人54人 i 午 、 用夏日営

i で構成され、8fl 6日まで、毎週土隈日、 30時間の課 i
※ 

言程で開かれる。 ~ 付 （吋 （イ）
に周回添こも護六だなくこ1=

また、水泳コースの開講A:li;7月2日（土）午後2時 i中大申一体者のの者才さいだ生

iから町営7・－ /I/で行なわれ. 7月24日まで、毎週土、 E前 し週割の場は（未ま場さは
i学 出間引料合入大満す合い必

至 日曜日24時間の課程で、l15名の小中学生を対象に開か E生人 、 i~IJ は金 、場人の 。 は 。 ず
- ~ i件 まこを幼で）幼 大学学iれる。指持者は 「泳げないものでも，メず泳げるように E 可で十い児きの児 人生生

してみせますJとはり切ってし、る。 i十十のに名たはま付の の証証
五あ教はだ無せ添場 料をを

なお11月にはバドミントンコース、 1月には柔道－ ~ fIJ Pl つ育上き料んい合 金援提
ム ~ た き~ でまで。のは を牙；示i スキーコースカ；開設される。 （教育委員五） § も 員 、ナ 、 な 、 いさし

川’II”川川1111 1 11 11 111川IHllllWlo~ の会使。付 い保 たれて

①
プ
l

仲間除自室

計
量
器
定
期
検
査

掃
除
自
に
あ
た
る
日
は
入
場
で
き
ま
せ
は
か
り
、
も
の
さ
し
、
ま
す
等
の
定
期

ん
。
掃
除
お
は
次
の
と
お
り
で
す
。
検
査
が
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
c

O
六
月
二
十
七
日

t
二
十
九
日
、
七
月
十

一
日

t
十
三
日
二
十
日
j
二
十
二
日

O
八
月
一
日

t
三
日
十
一
日

t十
三
日

二
十
二
日

t
二
十
四
日

O
九
月
一
日
i
三
日
十
二
日
j
十
四
日

（
教
育
委
員
会
）

五

円

体

協

？こ

よ

り

。
七
凡
二
十
五
日
、

山

（予
定
）

A
V
七
灯
二
十
九
日
（土
用
う
し
の
り
）

山
内
附
。恥
栴
の
催
し

－
悦
司

νhハ
・
，・．2
＼
げ
1

’e

’
υ
g
a
z

．
動
h
．
1
＝
カ
l
L

・
託
老

。
七
月
三
十
一
日
町
民
バ
V

1
ポ

l

w

大
会
、
大
家
陀
小
中
校
に
て
、
地
区
対
抗

町
民
同
好
の
士
の
参
品
仰
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
、
町
教
委
か
各
地

区
体
協
の
係
へ
連
絡
し
て
く
ど
さ
い
c

（
朝
日
町
体
育
協
会
）

二
十
六

u
朝
日
立

，O1・RM

コ 七 ェ七 ニ 七 一七 十七 十七
月-:it n 士！：・月 dケ 士月 ij 十月 。 九月 // 八月

1-:1 日 日 日 日 日 日
一 一 一一一一 一
今・4ド 4ニ 今二 牛 牛 Cp 牛 牛 今二 牛

時後 jjfj 時IJ 後 百IJ 後 百］ 後 新l 後 WI 
三三ー十 ］巳十 B：十 正 十 正 十 正 十
時 II在 L:f二民if 時時 4二時 l時時 午時 時時 午時 時時 年 時

間宜カ・ 主 晶、
l' "" 

まか まか まか まか まか まか まか

で ら でら でら でら でら でち でら でら でら でら

公司コ
所連絡 境

;J、宮 笹 五 保 桜 南 山 公 藤 大 場検
民央 学崎 長川 長筒 育町 長 保 長崎 民場； 農家
億 本支 協 協庄 所 協 協 館 協庄 所査

f白 境 宮 笹な五 桜 南 山 野朝 大 区検
地 地 地崎 地川｜ 絵町地儲 地 町 地保 地崎 地中A 地費支

域査区 区 区 区 と主区庄 区 区 区 区 区庄

。
検
査
の
対
象
器
物
は
、
取
引
、
証
明
用

に
使
用
す
る
計
量
器
の
す
べ
て
で
、
検
査

を
受
け
な
い
と
、
法
律
で
脱
検
処
分

（五

万
円
以
下
の
罰
金
、
二
年
以
下
の
徴
役
）

を
う
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
〈
産
業
課
〉



と

光

合

成

は

増

加

し

な

い

の

で

す

。

五

%

、

そ

の

内

0
・三

%
、，

0
・
六
%
が
組

五

O
、

ooot六
O
、
O
O
O
N
ツ

ク

分

．
そ
の
ほ
か
限
菜
、
乳
酸
、
ヵ
W

シ
ユ

ス

と

い

わ

れ

て

い

る

夏

の

晴

天

日

中

の

光

ウ

ム

、

ピ

ク

一

之

ン

な

ど

も

含

ま

れ

ま

す

。

本
年
は
昨
年
同
様
稲
作
の
前
半
は
低
温
の
わ
ず
か
六
五
Mm
光
度
に
相
当
し
、

ま

た

肝

と

し

て

体

外

に

出
て
行
く
も
の
で
、
体

の

日

が

続

い

た

た

め

生

育

も

や

や

遅

れ

気

朝

七

時

半

頃

（

あ

る

ひ

は

午

後

五

時

頃

）

に

必

要

な

成

分

は

た

え

ず

補

給

を

し
な
け

味
で
す
が
、
早
生
は
六

月

二

十

の

光

度

で

自

分

の

陰

が

ほ

ぼ

明

瞭

に

認

め

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。
し
た
が
っ
て
夏
の
食

，

F
L
一
七
日
頃
に
幼
穂
が
見
え
た
田
が
ら
れ
る
程
度
の
強
さ
の
光
で
す
。

事

に
は
塩
分
の
補
給
は
、
わ
す
れ
て
は
な

曽
a
…
あ
り
ま
す
よ
う
に
大
体
順
調
な

⑥
稲
熱
病
の
防
除

ら

な

い

こ

と

の

一

つ

で

す

。

水

だ

け

や

た

…

生

育

で

す

。

本

年

も

発

生

が

大

変

遅

れ

て

い

ま

す

の

ら

に

飲

む

と

血

液

が

・

コ

す

く

な

る

の

で

、

胎
弘

一

米

の

収

量

を

左

右

す

る

も

の

で

早

期

発

足

し

て

早

く

防

除

し

て

く

だ

さ

血

液

の

濃

度

を

一

定

に

保

つ

た

め

に

、

汗

…
晶
司

…

は

上

葉

、

次

葉

、

三

空

り

三

枚

ぃ

。

が

一

時

に

ど

っ

と

ふ

さ

出

し

て

し

ま

い

ま

叩

の

業

が

無

病

で

虫

害

の

な

い

こ

い

も

ち

病

の

防

除

薬

と

し

て

多

く

の

農

す

。

夜

の

食

事

に

は

、

み

そ

汁

、

ス

1
プ

…
由
明
…
が
秘
訟
で
す
。
一
二
撲
の
繋
が
十

薬

が

発

売

さ

れ

て

い

ま

す

が

大

体

次

の

考

な

ど

で

境

分

、

水

分

と

も

に

補

給

す

る

よ

’
1

4

川
分
保
護
す
る
よ
う
特
別
の
管
理
え
方
で
農
薬
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

う
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

t
t
川

に

努

め

て

く

だ

さ

い

。

五

割

省

発

病

し

た

回

に

は

カ

ル

シ
ユ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
の
補
給
も

一

az…
力
と
云
っ
て
も
、
大
切
な
間
の
カ
ス
ミ
ン
剤
、
．
7
ラ
エ
ス
剤
、
キ
タ
ヂ
じ
っ
と
し
て
い
て
も
汗
ば
む
季
節
に
な
必
要
で
す
ο

一
番
手
っ
取
り
早
い
の
は
牛

附
時
期
に
は
管
理
は
十
分

努

め

る

ン

剤

が

有

効

で

す

り

ま

し

た

。

大

っ

た

人

と

や

せ

た

人

と

、

乳

を

の

む

こ

と

で

す

。
牛
乳
一
本
の
中
に

べ

き

で

す

。

玄

米

の

千

粒

重

の

増

加

こ

予

防

と

し

て

は

ど

ち

ら

が

汗

か

き

で

し

ょ

う

？

。

は

一

日

の

必

要

量

の

三

分

の

一

程

度

の

カ

そ
米
作
の
こ
つ
で
す
。
今
年
の
穂
揃
期
の

プ
ラ
ス
チ
ン
剤
、
ク
ミ
ス
イ
紛
剤
が
、
暑
く
な
る
と
ど
う
し
て
汗
が
出
る
か
、
作
シ
ユ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

施

肥

（

窒

素

加

里

の

施

用

）

で

増

収

効

果

効

果

的

で

す

。

栄

養

の

面

か

ら

考

え

て

み

た

い

と

思

い

ま

と

か

く

夏

の

食

事

は

冷

た

い

、

さ

つ

ば

を

確

認

し

て

み

て

く

だ

さ

い

。

⑥

紋

枯

病

の

防

除

す

。
汗
に
は
独
特
の
臭
い
が
あ
り
、
汗
を
り
し
た
も
の
に
走
り
が
ち
で
あ
り
ま
す
が

⑥
日
踊
と
光
合
成

出
穂
前
ま
で
は
撒
布
し
て
防
除
し
て
く
流
し
た
あ
と
白
い
服
に
シ
ミ
の
つ
く
こ
と
蛋
白
踊
の
摂
取
は
も
ろ
ん
の
こ
と
、
抽
こ
七
月
二
十
日
ま
で

水
稲
の
光
合
成
は
日
射
量
と
正
比
例
す
．
た
さ
い
。
農
薬
と
し
て
は
ネ
オ
ア
ツ
ヂ
ン
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
の
成
く
な
か
油
の
食
べ
方
を
工
夫
な
さ
る
の
も
詳
細
に
つ
い
て
は
朝
日
町
消
防
本
部
又

る
が
、
い
ね
は
あ
る
日
射
量
以
上
に
な
る
が
良
い
と
考
ら
れ
ま
す
。
撒
布
に
当
っ
て
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
型
成
分
一

・
ー
興
さ
ま
の
技
術
の
み
せ
ど
こ
ろ
と
も
云
え
は
富
山
県
消
防
諜
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

醐

V

－
1－
 ．
 

回
一品・ι

・

H

－

・

刊

．
 
．
 

町

周

・

・

・

削－
 

棚

引

師

稲
作
は
い
ま
は
最
後
の

仕
上
時
期

は
、
ヵ
ナ
ネ
…
撤
布
は
特
に
在
意
し
な
い
と

薬
害
が
出
志
す
。
ま
た
ミ
ス
卜
撒
布
は
相
知

書
が
出
や
ナ
い
の
で
民
意
し
て
く
だ
さ

い
。
同
一
性
別
除
剤
タ
フ
セ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
の
で
、
イ
モ
チ
病
の
同
時
防
除
も
考
え

ま
し
ょ
う
。

青
虫
、
黒
樽
等
の
防
除
に
も
常
発
地
帯

は
特
に
青
田
廻
り
を
し
て
竿
期
防
除
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。
本
年
度
か
ら
富
山
手
生

が
準
奨
励
品
種
と
な
り
ま
ナ
の
で
、
い
ね

の
生
育
相
を
よ
く
観
察
し
て
お
い
て
、
来

年
度
の
栽
培
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

昭ー和 41年 7月 10日
月刊（毎月10日発行）

農
民
の
保
健
と
栄
養

ひ

。
汗
と
栄
養

さあ

水
難
事
故
を
防
ご
う

水
泳
よ
の
主
な
注
意

世界の青少年が集い友情交歓

岡山県日本原において

第 4回日本ジャンポリー開催

ボーイス力ウト朝日第 1団

平野隊長外15名書加

団少年隊

8月3日～8月10日迄

( 1 ~自 2 日）

（貯蓄芸品易議員）第131号

山

N, 2 

No. 1 

外 40名

ド
自
分
の
健
康
状
態
に
よ
く
注
意
し
て

Z
準
備
運
動
は
必
ず
行
な
う

正
食
事
直
前
直
後
は
泳
が
な
い

4
．
小
さ
い
子
ど
も
は
必
ず
監
視
を
つ
け
て

登

ボーイスカ ー ト便りー

ボーイスカ F ト便り

7月29日～30日

土肥隊長

山

第 1

Fh

仏
海
で
は
風
波
や
潮
流
な
ど
の
よ
う
す
に

よ
く
気
を
つ
け
て

ι泳
い
だ
こ
と
の
な
い
海
で
は
特
に
気
を

つゆ
り
て

少年隊

立

日朝

(.5) 

ー
自
分
の
泳
ぐ
能
力
の
最
低
限
度
の
範
囲

で
泳
ぐ
こ
と

を材資産再屋口
u朝らみ

H

町
地

F

常
国

タ

和
峠

プ

ー
泊
コ

越
リ

の
へ

設
ぶ

新

運

ま
し
ょ
う
。

朝
の
み
そ
汁
の
中
に
油
を
一
滴
お
と
す

な
ど
、
ま
た
イ
ン

ス
タ
ン

ト
食
品
に
た
っ

ぷ
り
の
生
野
菜
を
そ
え
て
、
い
た
た
く
な

ど
し
て
、
今
日
一
日
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

栄
業
の
確
得
に
つ
と
め
て
い
た
．
た
き
た
い

も
の
で
す
。

（

農
業
改
良
普
及
所
）

消

防

署

だ

よ

り

ム
消
防
股
備
土
賦
験
の
実
施
に
つ
い
て

消
防
法
の
プ
部
が
改
正
さ
れ
て
、
消
防

設
備
士
の
制
度
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
十
月
一
日
以
降
に
お
い
て
は

「
消

防
設
備
士
・
一
の
免
状
を
有
す
る
者
で
な
け

れ
ば
消
防
用
設
備
の
工
事
及
び
整
備
を
行

な
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

富
山
県
で
は
近
く
試
験
が
行
な
わ
れ
ま

す
の
で
、
受
験
希
望
者
は
至
急
手
続
を
と

っ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

献
血
お
こ
な
わ
る

今
や
、
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る

保
存
血
渡
の
不
足
を
少
し
で
も
補
お
う
と

朝
日
町
青
年
問
題
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ

た
六
月
十
八
日
、
大
家
庄
妥
協
前
で
、
連

青
、
大
家
庄
公
民
館
、
大
家
庄
校
下
青
年

聞
の
一
ニ
者
共
催
の
献
血
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
日
青
年
団
員
は
育
研
の
準
備
で
忙

し
か
っ
た
が
、
各
方
面
の
協
力
で
約
四
十

名
が
献
血
し
、
献
血
思
想
の
普
及
に
も
一

役
買
っ
た
。

（
民
生
課
）



(6) 

。
城
山
、
鹿
島
樹
畿
の
写
真
応

A

｜
ご
募
入
賞
作
朝
日
町
観
光
協
会

一
陣

ゴ

六

月

三

日

を

則

廃

昔

、

4

〉

…
鹿
島
樹
鍛
の
む
其
を
募
集
し
た

l
’
 

ベ

6
…
と
こ
ろ
三
十
余
点
の
力
作
応
募

い
夏

二
り
、
本
興
界
で
有
名
な
中
野

…「
l

川
峻
陽
氏
の
厳
正
な
審
査
の
結
果

非
ル

叩
次
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
心

～

［

刊

－
位

樹
畿
の
古
木

伺
宙

叶

能

島

芳

夫

ト

”

二
位

城
山
と
海

川

t
…

能

島

芳

夫

州
大
コ

三
位
的
地
と
樹
按

右

前

郎

宏

一

ト
あ

叶

四

位

伸
び
ゆ
く
朝
日
町

小

塚

久

子

（
以
下
十
位
ま
で
略
）

こ
の
作
品
は
鬼
述
祭
に
展
示
し
、

伯
駅

宮
崎
駅
に
順
次
掲
げ
ま
す
。

。
朝
日
小
屋
の
再
建

「
禍
を
転
じ
て
福
と
な
す
」
、
昨
年
九
月

台
風
で
フ
ツ
飛
ん
だ
朝
日
小
屋
の
再
建
は

大
蓮
華
山
保
勝
会
よ
り
稲
村
建
訪
が
四
九
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五
万
川
（
町
立
出
二
五

O
万
川
）
で
消
負
っ

て
、
越
道
峠
に
園
地
造
成
事
業
と
し
て
二

一
万
円
（
県
補
助
七
万
円
）
で
新
設
し
た

三

O
米
×
五

O
米
の
広
場
か
ら
ヘ

リ
コ
プ

タ
ー
で
資
材
を
運
び
、
米
る
七
月
二
十
五

uに
、
新
装
の
小
屋
が
も
と
の
場
所
に
お

目
見
得
す
る
ω
八
月
上
旬
か
ら
町
の

γ
ン

ポ
－

w
「
花
と
夕
日
と
漁
火
」
の
朝
日
小
屋
で

連
三邑
同

？こ

よ

り

成
果
の
あ
っ
た
膏
研
集
会

述
内
ヰ一
保
の
第
六
町
内
年
間

M
m川
究
郎

会
が
六
月
十
八
、
十
九
の
両
日
、
大
氷
山

小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
変
貌
す
る
現
代
社
会
の
中
で
背

年
は
何
を
考
え
、

何
を
求
め
て
い
る
か
を

青
年
同
志
で
話
し
合
う
中
か
ら
深
い
人
間

関
係
を
つ
く
り
、
青
年
の
主
体
性
を
擁
立

し
よ
う
と
す
る
主
旨
の
も
の
で
あ
る
。

本
年
度
は
、
楽
し
い
キ
ャ
ン
ド
ル
’

・
サ

ー
ビ
ス
、
室
内
ν
ク
リ
エ
1

ジ
ョ
ン
な
ど

を
中
に
取
り
入
れ
、
魅
力
あ
る
団
活
動
、

生
き
る
喜
び
を
満
契
く
だ
さ
い
0

0
ロ
！
タ
リ
ク
ラ
ブ
の
毘
鉦
式

「
あ
さ
ひ
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
プ
の
認
証

状
伝
達
式
」
は
去
る
六
月
十
二
日
、
泊
中

学
校
で
県
外
約
五

O
名
、
県
内
約
一
五

O

名
答
集
し
て
挙
行
さ
れ
、

崎
の
伝
統
あ
る

文
化
と
城
山
、
宮
崎
を
実
地
紹
介
し
た
。

‘

こ
の
た
め
に
ク
ラ
ブ
と
町
は
該
地
を
整
備

、

し
、
好
意
の
日
東
紡
七
五
名
に
よ
る
宮
崎

海
岸
清
婦
の
美
化
奉
仕
も
あ
り
、
地
元
の

協
力
で
広
く
県
内
外
に
わ
が
町
を
認
識
せ

し
め
た
が
、
こ
の
後
は

「
観
光
地
を
よ
ご

さ
ぬ
よ
う
」
「
自
分
の
ゴ
ミ
は
自
分
の
手

で
」
ゴ
ミ
の
持
ち
か
え
り
運
動
と
瑚
境
美

化
の
協
力
に
よ
り
、
よ
り
以
上
の
美
し
し

町
の
発
展
を
期
し
た
い
。

。
宮
崎
浜
に
公
衆
便
所
新
築

タ
ラ
汁
で
に
ぎ
わ
い
、

石
ひ
ろ
い
や
磯

づ
り
で
賑
わ
い
、
海
水
浴
で
ゴ
ツ
タ
が
え

す
官
崎
浜
に
、
七
月
二
十
九
日
の
海
祭
り

ま
で
に
、
三
十
万
円
（
県
費
十
万
円
）
で

シ
ヤ

ν
七
モ
〆
ン
な
公
衆
便
所
が
で
き
ま

す

。

（

産

業

課

）

現
代
の
青
年
、
職
業
と
職
場
、
社
会
に
お

け
る
青
年
の
役
割
、
の
四
つ
の
テ
1

7
で

七
分
科
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
活
発
な

討
論
を
重
ね
た
。

分
科
会
終
了
後
、
同
校
消
作
氏
の

「
現

代
背
年
に
望
む
も
の
」
の
捕
加
が
あ
り
、

統
い
て
全
体
討
議
に
移
り、

各
分
科
会
報

告
、
そ
れ
に
対
し
て
の
質
問
な
ど
が
な
さ

れ
、
参
加
百
余
名
の
団
員
が
、
現
代
の
青

年
と
し
て
の
役
割
、
使
命
な
ど
を
改
め
て

自
覚
し
た
。

最
後
に
野
村
町
社
教
係
長
か
ら
青
年
ら

し
い
は
つ
ら
っ
さ
が
感
じ
ら
れ
た
と
の
講

評
が
あ
り
、
今
年
度
の
背
研
を
盛
大
に
終

え
た
。今

年
度
は
特
に
、
開
催
地
大
家
庄
青
年

聞
の
用
意
周
到
な
準
備
、
参
加
団
員
の

数
、
当
日
の
み
ご
と
な
運
営
な
ど
か
つ
て

な
い
充
実
し
た
背
研
だ
っ
た
。

（
朝
日
連
合
背
年
団
）

！
日
サ
其
は
分
科
会
で
の
討
論
風
景
｜

こ
の
一
票
に

未
来
を
か
け
て

阿
る
く
正
し
い
選
挙
還
動
に

着
手
し
た
連
合
青
年
団

八
月
十
七
日
に
予
定
さ
れ
た
町
長
及
び

町
誠
会
誠
員
選
教
に
備
え
、
朝
日
町
連
合

背
年
間
で
は、

今
回
も
「
明
る
く
正
し
い

選
第
」
迎
動
を
展
開
し
、
符
H
年
の
政
治
に

対
す
る
瑚
鮮
と
関
心
を
探
め
、
政
治
意
識

の
高
揚
を
は
か
り
、
か
っ
「
明
る
く
正
し

い
選
挙
」
の
実
施
を
地
域
住
民
に
呼
び
か

け
る
。ま

ず
、
運
動
期
間
中
、
町
内
要
所
に
標

語
入
り
横
断
幕
を
設
置
す
る
ほ
か
、
各
戸

へ
ス
テ
ッ
カ
ー
、
ち
ら
し
の
配
付
、
各
要

所
に
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
な
ど
を
行
な
う
の

を
始
め
、
町
長
選
の
立
候
補
者
に
対
し
て

は
公
開
質
問
状
を
出
し
、
選
挙
に
臨
む
姿

勢
や
、
今
後
の
施
策
な
ど
に
つ
い
て
考
え

を
た
む
す
予
定
に
し
て
レ
る
。

ま
た
こ
の
運
動
に
使
用
す
る
明
る
く
正

し
い
選
冷
迎
動
の
槻
訟
を
広
く
一
舵
凶
民

か
ら
都
知
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
し
め

切
り
、
人
十
六
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら

厳
正
審
貨
の
結
果
、
次
の
五
占
…
を
入
選
と

し、

十
八
点
を
佳
作
と
し
た
。
こ
れ
ら
の

作
品
を
今
後
、横
断
幕
、
ス
テ
ッ
カ
ー
、
ポ

ス
タ
ー
な
ど
に
使
用
す
る
予
定
で
あ
る
0

．
入

選

作

－
こ
の
一
票
に
未
来
を
か
け
る
わ
が
町
政

（泊
・
米
国
淳
子
）

・
美
し
き
一
票
で
美
し
き
町
づ
く
り

（大

・
森
野

稔

－
正
し
く
選
ん
で
明
る
い
政
治

（五

・
清
水
鈴
子
）
、

（大
・
藤
田
紘
一
）

－
そ
ま
つ
に
す
る
な
、
あ
な
た
の
一
票

（境
・
水
島
正
子
）

〈
境
白
水
島
洋
）

－
あ
な
た
の
一
票
、
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ

（境
・
水
島

洋
）

子
供
た
ち
に
健
康
で

安
全
な
生
活
を

夏
休
み
に
そ
な
え
て

機
関
明
け
と
共
に
、
い
よ
い
よ
本
格
的

な
肢
に
な
り
、
も
う
す
ぐ
学
校
の
夏
休
み

の
時
期
に
入
る
。

児
童
生
徒
は
学
校
を
離
れ
、
自
主
的
な

学
習
生
活
に
入
る
わ
け
で
あ
る
が
子
ど
も

た
ち
は
教
師
の
監
視
の
目
を
速
く
離
れ
る

た
め
、
と
か
く
不
規
則
な
生
活
に
疏
れ
や

す
く
、
こ
れ
に
伴
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
非
行

が
発
生
す
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
り
、
町

教
育
委
員
で
は
こ
の
間
の
子
供
た
ち
に
の

び
の
び
と
し
た
自
主
的
な
生
活
を
の
ぞ
む

一
面
、
保
護
者
の
監
視
の
下
、
規
律
正
し

い
日
常
生
活
の
実
賎
を
の
ぞ
ん
で
い
る
。

ま
た
、
青
少
年
の
非
行
の
原
因
は
す
べ

て
大
人
の
行
為
か
ら
と
い
わ
れ、

こ
の
予

防
は
大
人
の
社
会
全
体
の
賢
任
と
し
て
み

ん
な
の
力
で
背
少
年
を
非
行
か
ら
守
ろ
う

夏
休
み
の
大
き
な
白
揮

し
規
律
正
し
い
計
画
的
な
生
活

工
自
主
的
自
発
的
な
生
活
態
度

3
健
康
で
安
全
な
生
活

4．奉
仕
精
神
の
養
成

朝

日

町

役

場

高

印

刷

円円

編
集
兼
発
行

印

制

所送

料

定

価
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